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一…人口の動き

5月末現在 前

人口 56.133 + 251 
(男 26.990 + 149 

女 29.143 + 102 
世:帯 数 13.818 + 73 

長 崎 国 体を成功 させ よ う

昭和44年 7月1日(1) 
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心

1
1

縫
が
じ
よ
う
、
ず
に
な
る
よ
う
に
、
字

m
l

H
O

や
文
章
が
う
ま
く
書
け
る

よ

う

に

物

品

は

と
思
い
思
い
の
願
い
ご
と
を
託
し

て

詔

骨

子

短

ぎ

く

を

、
サ
サ
竹

2
2
m
C

6

び
つ
け
て
ほ
引
る
七
夕
(
た
な
ば
た
)

準

祭
り
は
七
日
で
す
。
星
祭
り
と
い
う

〉

ひ
び
き
も
や
さ
し
く
、
美
し
い
思
い

ゆ

1
v
士
を
さ
そ
い
ま
す
。
け
ん
牛
、
織
女
の

じ
合
同
日

養

年
一

回
の
デ
l
ト
に
天
の
川
の
水
か

養

/，

栄

栄

十
平

鳥

さ
が
増
さ
な
い
よ
う
に
祈
る
地
上
の

で

正
V

真

的

3
の

人

の

や

さ

し
い
心
の
お
祭
り
で
す

。

一

向

生

日
日

所

も

と

も

と

こ

れ

は

中

国

の

伝

説

に

よ

物

衛

|
l
l
i

健保

る

も

の

で

す

が

、
わ
た
し
た
ち
の
心

郵

批

判

似

た
に
ふ
れ
る
ロ
マ
ン
チ

y

ク
な
物
語
で

議

選

を

た

し

ず
。

，

第

体

立

ん

ま

.

日

国

献

さ

き

七

夕

を

祭
る
習
わ
し
は
、

室
武
天

口

る

な

人

目

く

か

理

討

皇

(

天

平

六
年
)
の

こ
ろ

か

ら

だ

と

は

で

豊

調

会

い
わ
れ
、
ま
じ
め
は
貴
族
階
級
の

行

年

つ
色

の

2

t

や

土

内

講

事

だ

っ

た

よ

う

で

す

が

、
江

戸

時

代

間

ら

郷

市

理

〉

周

以
後
、
一

般

の

人

々

の

間

で

も

盛

ん

昭

1

、

i

国

ん

と

て

に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
代

全

ふ

う

つ

う

ろ

集

に
い
た

っ
た
よ
う
で
す
。



(2) 

前
方
注
視
と
速
度
に
注
意
/

り '

梅
雨
期
の
交
通
事
故
防
止

む

ス
リ
ッ
プ
事
故

晴
天
つ
づ
き
に
と
き
た
ま
降
る

雨
は
、
実
に
き
わ
や
か
で
、
植
物

に
と
っ
て
も
私
た
ち
人
間
に
と
っ

て
も
生
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
梅
雨
ど
き
の
長
雨
は
家

の
中
も
衣
服
も
み
な
じ
め
じ
め
で

本
当
に
い
や
な
も
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
も
っ
と
困
る
こ
と
は
、
雨
の

た
め
に
見
透
し
が
悪
く
な
り
、
ま

た
、
道
路
が
ス
リ
ッ
プ
す
る
た
め

交
通
事
故
が
起
こ
り
ゃ
す
く
な
る

こ
と
で
す
。
運
転
者
も
歩
行
者
も

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
交
通

事
故
に
か
か
ら
な
い
よ
う
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

-
運
転
者

マ
雨
の
と
き
は
、
見
透
し
が
悪
く

な
る
ば
か
り
か
、
自
動
車
の
窓
ガ

ラ
ス
が
く
も
り
が
ち
で
す
。
窓
ガ

ラ
ス
の
子
入
れ
と
ワ
イ
パ
ー
の
整

備
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

マ
雨
の
と
き
は
、
道
路
が
す
べ
り

や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
急
ブ
レ

ー
キ
や
急
ハ

γ
ド
ル
は
禁
物
で
す

。
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
安
全

速
度
を
守
り
、
前
方
に
よ
く
注
意

おお市政だより
昭和33年 4月22日第三種郵便物認可昭和44年7月1日

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

-
歩
行
者
、
自
転
車

マ
歩
車
道
の
区
別
の
あ
る
と
こ
ろ

で
は
必
ず
歩
道
を
、
歩
車
道
の
区

別
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
右
側
の
端

を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

マ
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
一

度
止
っ
て
必
ず
.
右
、
左
の
安
全

を
よ
く
確
め
て
か
ら
わ
た
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
ラ
。

マ
雨
具
や
傘
の
色
は
な
る
だ
け
原

色
の
も
の
を
使
用
し
、
雨
具
の
頭

き
ん
は
正
し
く
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う

。マ
自
転
車
は
道
路
の
左
側
を
一
列

に
進
行
し
、
ふ
ら
ふ
ら
運
転
を
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
傘
を
さ
し
て
自
転
車
に
乗

る
こ
と
は
危
険
で
す
の
で
、
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
梅
雨
の
晴
聞
や
梅
雨
明
け
ど
き

に
は
、
子
供
の
路
上
遊
戯
が
多
く

な
り
ま
す
。
子
供
を
道
路
で
遊
ば

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

第
七
回
身
障
者
体
育
大
会

金
メ
ダ
ル
刊
の
活
躍

希

望

と

勇

気

第
七
回
長
崎
県
身
体
障
害
者
体

育
大
会
は
、
六
月
八
日
、
諌
早
市

県
立
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

に
三
千
人
が
参
加
し
て
聞
か
れ
ま

し
た
。こ

の
大
会
は
、
身
障
者
自
身
が

体
力
を
き
た
え
そ
の
体
力
や
機
能

に
自
信
を
得
て
、
明
る
い
希
望
と

勇
気
を
発
起
さ
せ
よ
う
と
す
る
、も

の
で
、
明
朗
、
積
極
、
創
造
を
モ

ッ
ト
ー
に
し
た
も
の
で
す
。

大
村
か
ら
は
五
十
八
名
の
選
手

と
百
二
十
名
の
応
援
団
が
参
加
し

好
成
績
を
あ
げ
ま
1
た。

マ
金
メ
ダ
ル

峰

ハ
ナ
、
橋
本
ヤ
ヨ
(
六
十
メ

ー
ト
ル
音
走
)
朝
長
義
一
(

立
巾
跳
)
清
水
留
雄
(
メ
ジ

シ
ン
ボ
i
ル
投
)
中
山
守

下
村
初
雄
(
百
メ
ー
ト
ル
競
走

)

上

滝

隆

次

山

田

昌

和

(

百
メ
ー
ト
ル
障
害
競
走
)
田

中
春
夫
辻
本
清
光
(
挽
棒
投

)
田
中
幸
雄
(
弓
技
)
平

野
繁
義
(
槍
投
〉
和
田
正
孝

(
百
メ
ー
ト
ル
自
由
型
、
百
メ

ー
ト
ル
平
泳
〉

マ
銀
メ
ダ
ル

山
村
て
つ
〔
六
十
メ
ー
ト
ル
音

走
)
松
林
継
太
郎
岩
松
勇

円
写
真
富
ノ
原
で
の
花
い
っ
ぱ
い
〕

田
中
伊
一
郎
(
百
メ
ー
ト
ル
競

走
)
清
水
留
雄
(
立
巾
跳
)

林
茂
(
メ
ジ
ジ
ン
ボ
l
ル
投

)
前
川
キ
ミ
ヱ
(
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
投
)
和
田
重
文
(
卓
球

シ
ン
グ
ル
ス
)
志
岐
清
治
(

根
棒
投
)
村
崎
明
雄
(
弓
技

)
田
中
幸
雄
(
槍
正
確
投
)

岩
永
精
一
郎
平
繁
(
二
十

メ
ー
ト
ル
自
由
型
)

ム
銅
メ
タ
ル

峰
明
宮
本
奈
美
〆
十
J

本
山

高
次
郎
(
百
メ
ー
ト
ル
競
走
)

三
根
喜
太
郎
大
島
伝
次
郎
(

弓
技
)
琴
岡
歳
当
(
二
十
五

メ
ー
ト
ル
平
泳
)

郡
川
の
ア
ユ
解
禁

郡
川
漁
協
で
は
、
さ
き
に
稚
魚

四
千
尾
を
上
流
に
放
流
し
て
、
繁

殖
保
護
に
つ
と
め
、
解
禁
が
待
た

に，

花
い
っ
ぱ
い

ま
ち
を
き
れ
い
に

V

水
主
町
町
内
会
で
は
中
村
さ
ん

を
中
心
に
花
壇
を
つ
く
り
ま
し
た

V

水
田
町
、
竹
松
福
重
地
区
婦
人

会
の
協
力
で
育
て
た
サ
ル
ピ
ャ
、

マ
リ
l
ゴ
ー
ル
ド
の
花
苗
十
六
万

本
を
富
の
原
に
仮
植
し
ま
し
た
。

六
月
十
日
大
村
市
農
協
を
中
心

に
途
中
か
ら
市
長
を
は
じ
め
関
係

職
員
を
加
わ
っ
て
十
万
本
を

六
月
十
六
日
大
村
部
隊
の
隊
員

も
加
わ
っ
て
六
万
本
を
仮
植

V

六
月
十
三
日
鈴
田
小
五
年
生
は

校
内
に
花
い
っ
ぱ
い
の
作
業
を

V

大
村
部
隊
二
中
隊
は
自
主
的
に

駅
か
ら
本
堂
川
橋
ま
で
花
植
と
清

掃
を
し
ま
し
た
。

V

上
小
路
婦
人
会
は
部
落
に
花
植

V

滝
野
洋
裁
学
校
は
六
月
二
十
三

日
学
校
ぐ
る
み
で
駅
前
の
除
草
や

清
掃
を
し
ま
し
た
。

れ
て
い
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
七

月
一
日
よ
り
九
月
三
十
日
ま
で
解

禁
と
な
り
ま
す
。
(
網
は
七
月
十

一
日
か
ら
)

0

入
漁
料
は
竿
釣
一

日
百
円
、
期
間
中
五
百
円
、
入
漁

券
は
郡
橋
バ
ス
停
前
の
猪
股
タ
パ

コ
居
、
竹
松
駅
前
千
登
勢
旅
館
、

田
下
バ
ス
停
前
西
川
理
髪
庖
、
及

び
、
一
各
監
視
員
宅
で
発
売
し
ま
す

4区

ミ、
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五

日

一

「
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

七
月
十
九
日
に
農
業
委
員
会
委

員
の
任
期
が
満
了
に
な
り
ま
す
の

で
、
新
ら
し
い
委
員
を
選
ぶ
た
め

の
選
挙
が
七
月
五
日
の
告
示
で
七

月
十
五
日
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
農
家
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、
農
地
事
情
の
改
善
、

農
業
経
営
の
合
理
化
、
農
業
振
興

の
推
進
な
ど
農
民
の
地
位
向
上
に

寄
与
す
る
委
員
を
選
ぶ
大
切
な
選

挙
で
す
.

投
票
日
は
襲
業
着
の
ま
L

で
か

ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
一
人
も
れ
な

く
投
票
所
三
宮
山
か
け
く
だ
さ
い

季
節
保
育
所
は
じ

ま
る

昭和44年 7月1日りむ

田
植
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
農

村
地
帯
で
は
部
落
の
季
節
保
育
所

が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

婦
人
会
の
人
た
ち
が
中
心
と
な

っ
て
運
営
に
あ
た
り
ま
す
が
、
今

年
も
三
浦
か
ら
松
原
ま
で
十
一
ケ

所
で
三
百
四
十
人
ち
か
く
の
子
供

た
ち
が
入
所
し
ま
し
た
。

猫
の
手
も
か
り
た
い
こ
の
時
期

に
「
心
お
き
な
く
農
作
業
に
せ
い

を
出
せ
る
」
と
、
農
家
の
お
か
あ

さ
ん
た
ち
は
大
助
か
り
で
す
。

おお市政だより(3) 

投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
で
す
。

不
在
者
投
票

選
挙
人
が
一
定
の
事
由
に
よ
り

投
票
日
に
投
票
所
へ
行
っ
て
投
票

で
き
な
い
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ

お
た
ず
ね
の
う
え
、
不
在
者
授
票

を
活
用
い
た
し
ま
し

ょ
う。

マ
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

七
月
五
日
か
ら
七
万
十
四
日
ま

で
(
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

八
写
真
弥
勃
寺
公
民
館

季
節
保
育
所
風
景
〉 L

 

、予伊

守、、

l_ ~ 

五

時

ま

で

)

開

催

臨

時

従

事

員

募

集

マ

不

在

者

投

票

の

場

所

事

業

課

で

は

次

に

よ

り

開

催

臨

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
時
従
事
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

マ

投

票

所

入

場

券

で

希

望

者

は

自

筆

の

履

歴

書

(

写

投
票
所
入
場
券
は
、
七
月
九
日
真
添
付
)
と
戸
籍
抄
本
又
は
住
民

発

送

の

予

定

で

す

。

票

抄

本

を

七

月

十

六

日

ま

で

事

業

投
票
の
と
き
は
、
必
ら
ず
入
場
課
に
出
し
て
下
さ
い
。

券
を
持
参
し
て
投
票
所
へ
お
出
か
マ
募
集
人
員

l
若
干
名
マ
市
内

け

く

だ

さ

い

。

居

住

者

で

満

四

O
才
以
下
の
女
子

な
お
、
無
投
票
に
な
っ
た
選
挙
マ
選
考
方
法

1
一
般
常
識
、
算

区
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
選
挙
区
盤
、
面
接
、
身
体
検
査
マ
選
考

関
係
の
入
場
券
は
発
行
い
た
し
ま
予
定
日

l
七
月
下
旬
の
予
定
。

せ

ん

@

応

募

者

に

は

別

途

通

知

し

ま

す

。

事
業
所
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

七
月
一
日
現
在
で
、
全
国
い
っ
こ
の
調
査
の
た
め
調
査
員
が
う
か

せ
い
に
事
業
所
統
計
調
査
が
行
な
が
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

わ
れ
ま
す
が
調
査
結
果
は
統
計
以
し
ま
す
。

外
に
は
使
用
さ
れ
ぜ
ん
。

月日|所在地 |科目 |医院名 |電話

武 部 内 科海浜医院 3211
6向陽町外 科 中島医院 3875
日乾馬場内 科 松五医院 2943

玖島町内 科寺井医院I 3574 
13武 部皮ふ科佐伯医院 4330
目 辻 田町内産婦人科朝長医院 3266 

原口郷 内整形外科橋口医院 8739 
2602 

20東本町 内産婦人科中村医院 2733 
日 並 松町内 科野口医院 2339 

荒瀬郷内 科沢田医院 笠滋 603

東松本馬百町場本州同!内同整盟 科

岩崎医院 3435 
27 本科近藤医院 2527 
日 乾 形外科松未整形 4300 
並 科今回医院 3032 

7月の日曜当番医
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i i 守主義余裕);;'~:i{'~~\' 霊長長滋;
会協 岩 j 鱗勢一!桝 t
?空号景子上 舎令き主落山長 I 警殺曹三
会誌 2三完百三そ宅完矢窓の I ;ぷ鋭機議室警懇鶴舞一季三 t
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1 

立
派
な
広
場
が
完
成
し
た
。
子
供

た
ち
は
大
喜
び
で
ソ
フ
ト
、
パ
レ

ー
ボ

l
ル
を
た
の
し
み
、
ま
た
、

夏
保
み
に
は
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
場

に
な
り
み
ん
な
で
元
気
よ
く
体
操

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

年
中
行
事
と
し
て
多
良
岳
登
山
が

あ
り
七
夕
祭
、
新
年
ぜ
ん
ざ
い
会

も
た
の
し
い
行
事
の
一
つ
で
す
。

マ
会
員

七
三
人
(
小
中
学
生
〉

マ
会
費

一
人
三

O
円
二
人
五

O

円
。
マ
子
供
会
長

杢
尾
加
寿
子

マ
育
成
会
長

杢
尾
鴻
三



市
県
民
税
第
一
期
分
お
よ
び
年

税
額
(
均
等
割
)
分
の
納
期
は
六

月
三
十
日
で
し
た
が
、
ま
だ
納
め

て
お
ら
れ
な
い
方
は
早
め
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。
納
付
書
に
つ
い
て

不
明
の
点
が
あ
ら
れ
る
方
も
早
め

れ
同
市
県
民
税
は
納
め
ら
れ
ま
し
た
か

へ
問
合
せ
て
く
だ
さ
い

な
お
本
年
度
は
、
地
方
税
法
の

改
正
に
よ
り
市
民
税
関
係
の
控
除

な
ど
が
変
っ

て
い
ま
す
。

マ
控
除
の
主
な
も
の

(4) 

照
明

コ
市‘
長/

賞 ク
会 i
i長ル
る

おおむら

商
工
会
議
所
、
九
電
大
村
営
業

所
共
催
で
‘
市
内
十
八
ケ
所
の
商

居
会
の
照
明
コ
ソ
ク
!
ル
を
行
い

、
明
る
さ
、
光
り
の
色
、

考
案
な

ど
に
わ
た
っ
て
審
査
の
結
果
、
つ

ぎ
の
と
お
り
受
賞
が
決
り
六
周
二

十
四
日
市
役
所
第

一
会
議
室
で
表

彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
市
長
賞
l
西
大
村
振
興
会

(
乾

馬
場
本
通
り
)
マ
高
工
会
議
所
会

頭
賞

l
中
央
長
興
会
(
辻
田
昭
和

通
り
)
マ
照
明
学
会
賞

l
八
幡
町

商
庖
会
(
八
幡
町
通
り
)
マ
九
電

賞

l
諏
訪
池

市政だより昭和33年 4月22日第三種郵便物認可昭和44年 7月1日

。
基
礎
控

除

改

正
前
十
-
万
円

改
正
後
十
二
万
円

。
控
除
対
象
配
偶
者
改
正
前
九

万
円
改
正
後
十
万
円

。
扶
養
控
除
(
配
偶
者
に
十
万
円

以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
、
控

除
対
象
配
偶
者
が
な
く
扶
養
親

族
の
あ
る
場
合
)

。
第

一
人
目
改
正
前
八
万
円

改
正
後
八
万
円

。
そ
の
他
の
扶
養
親
族

改
正
前

乾馬場本通りの夜景>

つゆどきの郵便物
つゆどきは郵便物が雨や湿気でぬれやすくあて名が読みに

くくなることが多いもの。そこでつぎのことに注意 してくだ

さい.l>あて名はにじんだり散ったりしたいようなもので書

くこと。じ〉雨季にはとくに鉛筆やカーボン紙で書いたものは

読みに くく なるのでさけること. じ〉封筒は湿気で破れたりし

ない良質のものを使用すること. じ〉表札は雨にぬれぬように

。[>小包はとくに包装をしっかりと。じ〉郵便番号は名宛の一

部分です、 郵便物を早く正確にお届けするため、すべての郵

便物に郵便番号を記入してください。 b表札と郵便受箱を必

ずつけましょう。 大村局では表札郵便受箱を展示 し申し込み

を受け付けています。 一郵・便局だより一
、《戸》、"""、内"'"、"̂"̂内"""""'"、内̂'、伊.，..へ"""""内̂'、内̂'、~内̂'、内"""、内̂'旬、内J匂~内̂̂'、内-'，

く写真

J 、，

五
万
円

改
正
後
六
万
円

。
老
人
、
勤
労
学
生
、
寡
婦
、

障

害
者
、
改
正
前
六
万
円

改
正

後
七
万
円

※
昭
和
四
十
四
年
度
国
民
健
康
保

険
税
の
第
一
一
期
分
納
期
は
七
月

十
五
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま

で
に
か
わ

っ
て
い
ま
す
。

長
崎
県
警
察
官
募
集

マ
受
付
期
間

六
月
十
六
白
か
ら
七
月
二
十
五

日
ま
で

マ
受
験
資
格

上

学

歴

p
学
歴
は
間
い
ま
せ
ん

高
等
学
校
卒
業
者
と
同
等
以
上

の
学
力
を
必
要
と
し
ま
す
。

-

年
令
l
昭
和
十
八
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
二
十
六
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。
た
だ

し
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
高
等

学
校
卒
業
者
は
昭
和
二
十
七
年

四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者

に
限
り
ま
す
。

色

体
裕
1
身
長

一
六
0
セ
ン
チ

以
上、

体
重
五

0
キ
ロ

以
上
、

胸
囲
は
お
お
む
ね
身
長
の
約
，
月

以
上。

ι
試
験
日
目
四
十
四
年
八
月
三

日

(
日
曜
日
)

ι
試
験
地
目
長
崎
市
、

佐
世
保

市、

島
原
市
、
福
江
市
、

郷
ノ

浦
町
、
厳
原
町

ι
申
込
H

申
込
用
紙
、

試
験
案

内
等
は
大
村
警
察
署
に
あ
り
ま

す。

(
T
E
L
三
二
二
六
)
詳

細
は
近
く
の
駐
在
所、

派
出
所

に
お
尋
担
く
だ
さ
い
。

不
用
犬
は
回
収
箱
に

不
用
犬
回
収
箱
を
松
原
出
張
所

に
も
設
置
し
ま
し
た
。
毎
月
十
四

日
が
回
収
日
で
す
。
な
お
回
収
箱

は
市
役
所
、
西
大
村
出
張
所
、
竹

松
出
張
所
に
も
設
置
し
て
お
ゲ
ま

す
。
捨
犬
を
し
ま
す
と
野
犬
と
な

っ
て
人
畜
に
被
害
を
与
え
ま
す
の

で
回
収
箱
を
利
用
し
て
下
さ
い
.

狩
猟
者
講
習
会

マ
経
験
者
課
程
(
狩
猟
者
講
習
会

終
了
証
明
書
の
有
効
期
限
が
切

、れ
て
い
る
人
で、

最
近
三
ヶ
年

間
に
当
該
講
習
に
係
る
種
類
の

狩
猟
免
許
を
受
け
た
こ
と
の
あ

る
人
)

。
日
時
七
月
十
七
日

午
前
九
時

よ
り

O
場

所

大

村
市
民
会
館

マ
初
心
者
課
程
(
昭
和
田
十
一

年

度
狩
猟
者
講
習
修
了
者
で
、

経

験
者
に
該
当
し
な
い
人
お
よ
び

昭
和
四
十
二
、
四
十
三
年
度
の

講
習
を
修
了
し
て
い
な
い
人
)

O
日
時
七
月
十
六
日

午
前
九

時
よ
り

O
場
所

諌

早
市
永
昌
東
町

諌
早
大
村
地
方
開
発
振
興
局

墓
地
の
改
葬

無
縁
墓
地
の
改
葬
が
つ
ぎ
の
と

お
り
お
こ
な
わ
れ
ま
す
.

マ
墓
地
の
所
在
地
姫
路
市
八
代

四
七
六
番
地
の一

東
光
寺
墓
地

マ
届
出

先

姫

路
市
八
代
四
六
七

番
地
東
光
寺

マ
届
出
期
日
昭
和
四
十
四
年
七

月
二
十
日

島箕

場
路
内

、

馬
小
川
陽

桜
上
泉
向

町
、

、徳

、

瀬
古
並
場

、町

象
重
浦
部

萱

松
木
町
主

福
三
武

、、
後
片
水

、場
津

、
，、、

対
原
田
町
一
松
松
訪
田
馬
出
原
島
域

松
鈴
本
竹
竹
諏
池
乾
杭
久
玖
三

ロ
同

所

内刷

所

場

館

所

所

公

館

張

所

所

民

張

健

町

民

出

健

施
公
出
保
本
上
公
上
村
上
役
上
保

芝
原
田
村
松
訪

大

村

ヨ
ノ
松
鈴
大
竹
間
諏
同
西
岡
市
同
大

n
H
u
 

n
N
u
 

i

-

R
M
「同

υ

円

H
U

時

inuu
 

曜
火
水
木
金
土
月
火
水
金
土
月
木

日
目

3
4
J
nk
u
n
u
u門
川

U司
1
・内
f
L
Z
斗
・
F
h
υ
n
nu
n内
υ
n
u
U
1
l
a
ι
l

E
J

ai
l
-
-
1
I
t
-
-
4
1
l
e
-
-
1
l
η
L
ワ
L

診
月

検

7原
爆
被
爆
者
定
期
健
康
診
断

並
び
に
手
帳
更
新
実
施

区地
ぺ


